
�

日本列島の生い立ちをさぐる

③

孤北関東(足尾山地)のジュラ系

赤城山の北側の片品川流域の古生界とみなされた地域

からレｰトリアス型の植物化石が見出され中生界を

いわむろ

岩室中生層と命名された.片品川の上流の戸倉付近に

は最近に石徹白眉緯の相当層が発見された.

岩豊中生層下限は未詳である.下部は礫岩で中

部は砂岩頁岩の互層で批㈱伽庇sp.,珊脇伽妙柳ゐ

86加〃砺NATHORST,0オ｡2αω地3Bθα加BRONGNIART,

3〃励励｡破αsp.等の三畳紀～ジュラ紀初期型の植物

化石と来馬層灘の梱各層から得られる分化石Bα肋θ肋α

伽幽鮎舳HA･･M1.肋仰･必･沙幽桃HA･･M1等を

含む.上部は頁岩から柱っている.岩室層の厚さは

明瞭ではないカミおおよそ500mといわれる｡

戸倉層"28060"0〃1α脇0地〃8ゐのほかに植物化

石の棚10ψ伽〃㈹μ6脚(PHILL1pS)が採取された.

厚さは200mをこえるといわれる.

亙北上山地のジュラ系

北上山地南部では三畳系でのべたとおり中生界は3

列に在って分布する.そのうちジュラ系は西列と中

列とに現われている.そのほか北上山地北部にもわ

ずかの分布をしてジュラ系が知られている.

a)西列のジュラ系

本吉北方志津川橋浦および水沼と弧状を描いて

ほぼ一線上に盆地状ないし短軸の向斜構造をなして散

在する.下部ジュラ系は志津川層樺中上部ジュラ系

を橋浦(または本吉)層群とよぶ.

志津川鰯群

志津川層鮮は三畳系の稲井および皿貝両層群を不整合

におおって短軸の向斜構造または盆地状構造をつくる.

標式地は志津川付近で下から韮浜中在および細浦の

3層に分かれる.

韮浜属下部はいわゆる蜆介層で頁岩を主とし礫岩

砂岩および炭質頁岩を伴い厚さは30～60mで分化石

の乃妙榊so加戸θ〃砂挑σ(YOKOYAMA),P～1吻〃α肋

河合正虎

㌧YOK.),1き惚㎜伽〃〃為勿脇〃6㈱(YOK.),3α如惚〃α

エガ邸〃α(YOK),02伽左ガ蜘〃｡ろ080〃焔郷ゐ(YOK.)等や

保存のよくない植物化石を含む.上部は三角介層とよ

ばれ粗粒砂岩からたって一部に礫質や細粒の砂岩もあ

る.厚さはおおよそ20mで7α幽0"舳伽α榊加物㈱ゐ

KOBAYASHIandMORI,γ伽刎㎏勿8〃伽KOB.&MORI,

0グ伽肋go械σ刎材α〃αK0B.&M0RI.等の分化石や

箭石サンゴの工αな0刎伽"吻吻脇(EGUCHl)菊石の

γα加伽50榊∂伽{MATSUM0T0も産する.

中柱鰯下部は韮浜層の直上の厚さ50mの頁岩および

砂質頁岩の部分である.二枚介の吻幽｡伽sp.およ

び地6肋～sp.等を産する.上部は厚さ約10mの

砂質泥岩の部分で菊石のλ伽{0ω㈹ツ0尾〃α伽ケ

(MATsUMOT0)が知られている.中在層はかって細

浦層とされていたが東京大学の佐藤正助数授が細浦層

の中部が削剥によって欠除されたことを指摘したので

東北大学の小貫教授らは韮浜層に整合する部分を中在層

として区別した.

綱浦鰯小貫教授の意見に従って中在層を除いた部

分を細浦層とよぶことにする.下部は厚さが25mの砂

質泥岩で基底礫岩からはじまる.菊石では〃｡"舳

(～){肋α〃〃刎(YOKOYAMA),助力鮒〃06〃α5sp.,石肋ω･

カ砂〃｡o鮒勿8cf.〃伽ω伽〃α〃〃刎NEUMAYR,Hαゆ｡ω㈹s

(s.sつ｡尾α"切YOK.,τ〃惚舌｡o伽α8,榊｡κ60s加肋刎SAT0

等のほか箭石や吻幽｡〃〃｡あ切物郷ゐKOB.&MOR.,

γ〃伽刎加榊郷ゐK0B.&MOR.等の二枚介も含む.

上部は厚さ約50～70mの砂質頁岩で菊石の∬α刎･

刎"062他s肋勉伽刎あ郷ξ8(S削MIzU),∬.脇肋"θSATO,

1Z.肋加κ〃α加SAT0,∬.ゐ｡so〃犯郷2SATO,亙.6〃あαケ

(YOK｡),助力3〃ま06伽ωsp.,肋伽｡伽ω3焔｡ガ｡05勉励刎

SATO,Z功｡""06(～)sp.,1ζα2π妙'o""ωsp.,P%ツ〃06θ伽3

(ぺ｡)sp.等のほかに箭石や二枚介も出る.韮浜層は

ヘッタング暗中在層はシネムル階細浦層はトアルシ

アン階(一部はバジョシアン階にわたる?)ものである.

佐藤助教授によれば山口県の豊浦層樽の西中山層に

当る時期す次わち菊石の肋吻肋鮒吻∫,C0θ10ω㈹,

施ψoc3伽,0吻舳6腕s等の大きな一群は志津川

層群にはほとんどなくただ上のグルｰプのHαψ0ω榊�



(S.S･)0尾〃αξとそのほかに∬α刎刎αf00θ他3脇α后σ〃脇5θ

だけが双方から産する.毛のためシネムル階後期から

トアルシアン暗中期までの間は北上では欠除されてい

て地層の間に削剣による間隙があるという.佐藤助

教授の意見が正しいならば志津川層群として不整合

をはさむ上下位の地層を一つの名称でまとめるのは不適

当で2つの地質系統とすることが望ましい.橋浦およ

び水沼両地箭の志津川層襟は韮浜中在の両層に当る.

下から橋浦では牧業および翁倉両層水沼では六川およ

び水沼の両層に区分されている.

橋浦(本吉)鰯群

西列に分布する中上部ジュラ系は橋浦層群とよばれ

ていた.志津川地区でも同じ名でよぱれていた.

小貫教授らは志津川地区のものは本吉層鮮とよぶこと

を提唱している.志薄川地区では下から荒砥崎荒戸

および袖ノ浜3層に区分される.

b)中列のジュラ系

下部ジュラ系は気仙沼東岸の鹿折地区に磨桑層群南

部の牡鹿半島に小鯛島層がある.中上部ジュラ系は

北部では鹿折層群南部では牡鹿(または荻浜)層群と

よばれる.

唐桑層群

唐桑層弾は基底礫岩をもって三畳系稲井層群を不整合

におおい上位の鹿折層群と共にほぼ南北方向の一大

向斜構造をつくる.下から小鯖および綱木坂の両層に

区分される.

小鯖層砂着を主とし粘板岩を伴う.厚さは3～

300mである.〃εgo〃α(Z〃肋｡勿)s刎刎妙昭鮒α

KOBAYASHIandKASEN0里τ(γα〃9o〃α)ツ｡為の吻泌α{

KOB.andMORI,γα幽｡〃α(疵倣肋go〃α)雛伽〃αfα

KOB.&MOR.等の三角介その他を産する.

荒砥崎層志津川および稲井両層群を不整合におおう.

基底礫岩からはじまり砂岩にとむ.一部に礫岩や凝

灰質砂岩がある.層厚は60～100mでZ他0伽(γ脇一

9･伽),〃｡伽犯〃α,C舳〃αθα,肋｡o伽榊s(･.1.)舳〃

HAYAMI,0〃肋α等の分化石や箭石等が報告されてい

る.

荒戸鰯頁岩にとむ厚さ約300mの地層である.

下部からCα∂㈱伽8sp.,中部から且｡1ωカ〃"oo舳∫cf.

カ砂｡16〃刎(BENEcK正),0ω〃妙伽〃｡oθ他8sp.,τ妙sα勿｡･

妙工｡oθク切ssp.ム【α勿勿｡妙focθ7αssp.,1)α7島ク刎so物{αsp.,

月㎜ω〃25(P)sp.,上部から0助θκα(～)sp.等のバジ

ョシアン中部からオックスフォｰド階を示すに有効校

菊石を産する.

袖ノ浜鰯砂岩からはじまり頁岩に終る堆積輪廻を示

す地層で荒戸層の上にのる.厚さは約200mである.

菊石のP妙"00腕s(s.1.)sp.,乃7幼脇0地sの仲間

Rα8㈱ξα(～)sp｡,助伽〃α他8(～)sp.のほか箭石や分化

石を産する.

橋浦地区では下から中原および長尾両層水沼地区で

は真野および大和田の両層に分けられている.

中原および藁野面層は荒砥崎層に相当し長尾および

大和囲両鰯は共に頁岩を主とし荒戸および袖ノ浜両層

を併せたものに相当する.長尾層から地質時代の決

定に有効なK砂批7腕S(S妙榊〃"去召8),"σ肋鮒ω

(戸),η惚ω去｡功"刎加S,K〃閉0功肋刎娩等の菊石のほ

か分化石も知られている.

綱木坂層下部は頁岩ないし粘板岩で厚さはおおよ

そ350m上部は砂岩と砂岩頁岩の互層から妊る厚さ約

8δmの地層で下部の頁岩から菊石のS6"α伽伽ゴα,

亙ωゆ｡o伽8,P妙〃｡o伽8,G伽刎刎｡oθ㈹等の産出で

ヘッタング恋いしトアルシアン階のものとされたカミ佐

藤助教授はこれらの化石は再検討を要すると考えてい

る.同助教授は自身が採取した菊石S妙加勿｡o伽∫cf.

〃6α桃8伽舳(QU酬sTEDT)によって綱木坂層はバジ

ョシアン暗中部小鯖層はバジョシアン階最下部のもの

とのべている.その後に綱木坂層から∬醐吻肋θ伽

の産出があったのでこの菊石を含む部分は細浦層上

部に当る可能性がでてきた.他方において小鯖層から

産する分化石は志津川層鮮下部のものと近縁恋ので

韮浜および中在層に当る可能性もある.唐桑層群はそ

の下部のものは次にのべる小鯛島層と共に志津川層群

のようにジュラ系下部統の初期のものと後期から中

部統初期にわたる2つの地質系統が混在しているのか

も知れ狂い.

小鯛盛層牡鹿半島にある下部ジュラ系である.

Tグ㎏o〃α(yα〃蟹｡〃α)肋6α桝刎θ刎ゐKOB.&MOR.が

報告されている.小鯖層に相当するであろう.

鹿折層群

鹿折層群は唐桑層群を不整合におおって向斜構造をつ

くり西限は向斜軸に並走する南北性の断層で断たれる.

屯うね

下から石剣峠無根および小々汐の層に分かれる.�
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石割峠層礫岩を主として砂岩を伴う.礫岩には

径40cmに達する花開岩礫を含むことがある.最も厚

い部分は230mであるが西側では尖滅している.

aff.8加峻〃SHlM1zU,戸.("･曲6θ他8)sp｡,等のほか分

化石としては!吻｡助榊〃α(P榊〃｡助榊11σ)o伽〃α眺

K0B.&TAM.その他を産する.

無根鰯最も厚いところは470mに達する.粘板岩

と砂岩との互層である.αα6ψ"θ眺その他の植物化

石や物0切0"〃αその他の分化石を産する.

小均汐層向斜の軸部に広く分布し最厚は800mで

ある.砂岩および粘板岩からなり礫岩を伴う.

〃ケ｡ψ加〃〃α(P獅刎ツ｡力乃｡〃α)o加｡肋αKOBAYAsHIand

TAMURAその他の分化石のほかテトン階を示す菊石

S泌5肋伽6舳∫sp.カミ得られている.かつて月肋∫･

力〃物6施∫(Dゐ60sカ肋勿6地8)ゐ｡后〃8θ郷ゐKOBAYASHIand

FUKADAによってオックスフォｰド暗中部ないしギンメ

リッジ階を示すと考えられたが佐藤助教授はこの化石

は白亜紀最下位のもので丁伽舳α舳60舳S{S0物8θ刎ゐ

(K0B｡&FUKつと鑑定しこの部分を無根層から除V'て

白亜系に含めた.

抵鹿(荻浜)層群

本属灘は下から月浦侍浜荻浜および小積の諾層に

分けられる.

C)北上山地北部のジュラ系

北上山地北部のジュラ系は岩泉層とよばれる.

岩泉糧下部は砂岩が優勢でわずかに粘板岩を伴い

厚さは約200mである.中部は厚さが220mで礫岩

砂岩および粘板岩からなる.礫岩には石灰岩礫があっ

てそれには地08c伽昭洲伽sp.yθグ伽脇αsp.等

の紡錘虫の化石がある.そのほか石灰岩の偽礫もあり

鳥巣層群から産出するサンゴ層孔虫等のほか菊石の

乃〃功肋伽加s～sp.が得られている.上部は厚さが約

150mあり粘板岩および輝緑凝灰岩からなって石灰

岩を伴う.北上山地南部のジュラ系が浅海性ないし

公海性であるのに比較して岩泉層はむしろ公海性に

近く地向斜堆積物の周辺相とみなすことができる.

すなわち四国その他の外帯に普通である鳥巣層群に近

縁的であると同時にかなり輝緑凝灰岩が優勢であるこ

とは北海道のジュラ系と近い関係にあったことがわか

る.岩泉の東方小本地方には鳥巣型石灰岩を含む地

層がある.岩泉層の相当層であろう.

月浦層基底のオワンダ湾礫岩をもって三畳系稲井

層鮮および小鯛島層を不整合におおっている.厚さは

200～300mで砂岩と礫岩とが優勢である.オワンダ

湾礫岩の石灰質の部分から菊石の且α刎伽肋伽Sまた

は捌α婚εαの幼年期の化石が得られバジョシアン階下

部と見られる.三角介γα幽0切α夕0局0ツα肋多KOB･&

MOR.その他の二枚介も知られている.

侍浜屑頁岩を主体として厚さは600～700mである.

月渓層から漸移し菊石には“K功伽〃地8"(“S妙刎｡･

〃施s")cf.α㈱伽08fα肋刎K0B.のほか二枚介の化石

を含む.

荻騒浜砂岩と頁岩との互層を主体とする.多くの

植物化石と菊石を含む.菊石にはK〃脇0功"刎加∫Cf.

例αお〃8肋刎α{(YOK.),肋〃功〃〃6地∫o窒泌碗榊ゐFUKADA

が報告されている.菊石によってボックスフォｰド階

に当る.

小欄層荻浜層から漸移して砂岩が減少し頁着が多

く征る部分である.菊石捌〃㈱sp.肋"功脇0工θs

(吻螂施功肋･畑･)･p.,地価脇･娩(〃α･･功兇肋･)

d)北上山地のジュラ紀の変動

小貫教授らは北上山地のジュラ系には韮浜層細

浦層橋浦一牡鹿一鹿折の3層灘および下部白亜系の堆

積前の不整合によってそれぞれ津谷志津川本吉

および牡鹿の4つの地殻変動を指摘した.橋浦地区の

荒砥崎層から酸性凝灰岩北上山地北部の岩泉層から輝

緑凝灰岩の存在することによって火成活動のあったこ

とに注意している.

亙阿武隈山地のジュラ系

阿武隈山地の東縁部には鳥巣型石灰岩を含むジュラ

系相馬層群がある.多くの断層によって帯状構造がつ

くられ層序がつかみがたいところである.

相馬鰯群本層群は下から羽山粟津須萱栃窪

中沢富沢および小山田層に分けられている.

羽山層砂岩を主とする厚さ約300mの地層で最上

部の石灰質頁岩から“C07腕"α"C鮒〃"α吻～等の半

鱗半淡棲分化石を産する.

粟津層頁岩を主とし厚さは約160mである.羽�
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山層に軽微な不整合でのり箭石や菊石(Pα淋郷0庇に

似る)のほか工ω肋ガgo〃α〃吻刎〃ακ8K0B.&TA･

MURAC刎0〃妙ssp.等の分化石が知られる.

須萱層砂砦を主とし礫岩を伴う厚さは240mの

地層である.粟津層に非整合でのる.礫岩には変成

岩や片状花陶岩礫を含む.三魚介の工α肋狛0庇

〃〃6α〃〃α加KOBAYAsHI&TAMURA,一己､〃〃肋加術〃ω加

K0B｡&TAM.1､肋カ｡〃純理励"sαぼωωαε(YEHARA)

吻｡ψ加地〃α(P他郷ツ｡カ加犯〃α)s〃蟹α脾郷ゐK0B.&TAM.

〃.(P)s〃9αツ㈱oゐvar.幽伽〃α加KOB.&TA肌等.

栃窪煽砂岩頁岩の互層から狂るもので厚さは300

mをこえる.粗悪柱炭層と手取一領石型の多くの植

物化石を含む.

中沢騒砂岩を主とし中上部に鳥巣型の石灰岩があ

る.厚さは160mである.下部は三角介砂岩とよば

れる.石灰岩には多くの化石を産する.最上部の小

池石灰岩には朋肋0"梅0伽8幽α伽ケ等の分化石の

ほかにオックスフォｰド～ギンメリッジ階を示す

1V2"刎〃〃｡θ吻scf.oα肱6θ榊刎(0PPEL),λ〃α60功〃勿6地8

cf.s加㎏3"(SH1MlzU),η地加地伽功"鮒加8sP',"肋α'

o06θグωsp.,1肋功肋"0地scf.力α加"%榊ゐSPATH,

月肋功脇肋∫cf.〃伽噺3WAAGEN等の菊石が知られ

る.石灰質砂岩中にもλ"ω0功肋附加SやW惚物一

助肋ケ6地s等の菊石が含まれる.

富沢鰯砂岩頁岩の互層から狂って礫岩を伴う.

厚さはおおよそ350mである.植物化石を含む.

小山田鰯下部に砂質凝灰岩を挟み主体は頁岩であ

る.厚さは150mといわれる.吻｡ψ伽〃加(P伽･

柳ψ加"1α)0㎡㈱肋ゐKOB.&TAM.等その他の分化

石のほかに五α吻ろ0脆脳08cL伽〃ω5加肋3UHLlG,

吻惚肋功肋舳伽Cf.術肋"サ6榊αUHLlG等の菊石を

樹しテトン階に達するものであろう.

上記の層序と化石帯との関係をみると一部では同じ

地層がくり返しているのではないかと思われるふしもあ

る､あるいはこのような屈序が本地域の特性であ

るのかも知れ狂い曲

相馬層群はかつて相馬中生層とよばれたものである.

相馬層鮮の名はこの付近の新第三系にも用いられたこと

があるがここではジュラ系に対して与える.

公海沿=岸性の鳥巣型石灰岩を伴う点は外側のジュラ

系に似ているが反面において浅海底いし瀕海成層も

あり外側のものと内側のものとの中間的な性格をもっ

ている.

V23外側のジュラ系

外側のジュラ系には三宝山層群および鳥巣層群とその

相当層がある.また四万十累層癖の一部にジュラ系

が含まれる.北海道のものは外側のジュラ系の延長部

と考えられるが岩質は特異である.小林名誉教授らは

それらの関係を第42図のように説明した.

外側のジュラ系に属するものは秩父黒帯から四万十

帯の北部にかけて二畳系から一連の三宝山層群とそれ

を不整合または整合(?)におおう鳥単層灘とその同

時異相の堆積物がある.四万十帯をつくる四万十累層

鮮の一部にもジュラ系が存在する.またこれらとは

別に北海道には特異な堆積物である目高空知両層灘

とそれらの相当層がある.

A三宝山層群

三宝山で上部三畳系が知られその地層は古生界との

間に不整合が存在せずまた上位に向って一連の厚い地

層がつづくので下部ジュラ系までに達すると考えられ

てこれを三宝山層灘とよばれる.しかし上部三畳系

は下部ジュラ系とは一連であるが古生界とは断層であ

ることがわかってこれを大栃鰯群ともよばれる.四

国の斗賀野盆地では下か亭斗賀野西山および七良谷層

に区分される.

斗賛野層砂岩頁堵の互層からなってチャｰトを挾

む厚い累層がある.本属の一部上部三畳系に属する

三宝山石灰岩と同じ層準を含むものと考えられる.地

質時代はつまびらかでないが下部ジュラ系を含むと考

えられる.�
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第43図ぷ31担臓雌吐)周11=円変fヒと｢'仙:

j筒との蘭f系を司ミづ'稽葦苅1割

(蔵阻1延錫1941)

a三領有層フ｡艀バｰク)化桁ヰ洋

b;漸移屈の化荷柵

C:植物粘板堵臓

レンズ状の黒色榔は萄灰堵

d;鳥単層群プロパｰの二枚分腕

足分の層主弊

e1術1ニニ段介微粒砂衡州反措層

f;瑳烙溜

白い小円は珪粘礫巣い小円は火

成地礫を示す

西山層斗賀野層に整合する厚さ数100mことによいるので層序の決定には多くの困難か伴っている.

ると1000n1近い地層である.粗粒ないし礫質砂岩とチ第44図に斗賀野西方を通る蔵田延男博士の地質断面図

ャｰトとの互層からなっている.を掲げておく.鳥巣石灰岩は礁状石灰岩でしばしば

黒色で鯛状を呈したたくと韮臭～石油臭を放ち礁状

七良谷層本層は西山層に整合している.下部は二生物の遺骸その他の化石を多く含む.また砂岩や頁岩

枚分を含む砂岩上部は砂質頁岩からなり双方に泥質中にも分化石がある.佐川一斗賀野盆地には〃物0狐

ないし砂質の石灰岩を伴う.石灰岩は小さいレンズ状90庇妙α舳{(YEHARA),ん〃伽0腕ψ"9α伽

ぷじよう

をなして局部的に鯛状を呈する.石灰岩中には中部KlMURA,λ･o9舳α㈱ゐKlM･,その他の分化石が知られ

ジュラ記を示すKα肋伽伽〃αsp.その他の腕足分る.植物化石もある.この付近では厚さが200～350

二枚分ウニサンゴ等の化石を含む.最も厚い部分mでその上位には薄い礫岩をもって砥石山砂岩層がの

は150mといわれる.七良谷層の上位には不整合関る.このなかには〃肋｡榊〃9o庇s昭伽{(YEHA一

係で上部ジュラ系の鳥単層灘がのっている.三宝山RA),〃刎肋酌桃妙α㈱ξ(YEH)等があってこれは

層緯鳥巣層群および白亜系との関係を地質調査所の鳥巣から白亜系の領石層群に漸移する部分とみなされて

蔵田延男博士は第43図のように説明している.いる.ここでは領石層群と漸移関係にあるが(第43図

徳島県には三畳系一ジュラ系と思われる春森層群とよ参照)一般には下部白亜系は基底礫岩をもって非整合

ばれるものがある.春森層鮮は上下面限が断層で切断になっている.南方に向っては不整合は認められな

されているが1,600mをこえる厚層である.砂岩くてまた放散虫チャｰトを含む.つまり鳥巣層灘

泥岩からなってチャｰト礫質岩凝灰質岩およびレは下位の地層の上に非整合～整合関係でのり下部白亜

ンズ状石灰岩を伴う.石灰岩の一部には鳥巣石灰岩に系とは北部で非整合南部では整合関係で四万十帯

似たものもある.植物破片サンゴ層孔虫等を倉を示す地向斜性堆積物の四万十累層群の北縁部に近い部

つるぱみ

む.九州西部の鶴喰層はKα吻吻郷〃αsp.に似た腕分とみなされる.鳥巣層鮮の延長部とみなされるもの

足分や!吻｡ψ加〃〃α～sp.カ溌見されて中部ジュラ系は秩父黒帯の南半部および四万十帯の北部に諸所に知ら

で七良谷相当層と考えられる.れる､これはいわゆる鳥巣型石灰岩を挟むものである.

仏像線とはさんで内外両側の鳥巣層群の関係を熊本大学

弼鳥巣層群および四万十累層群の一部岡村博士は第45図で説明した.この型の石灰岩は必ず

鳥巣鰯群しも上部ジュラ系のみとは限らないことをお断わりして

四国の秩父黒帯中には各所に頁岩および砂岩からなおく.鳥巣石灰岩は現在はヒマラヤァノレプス等の

りしぱしば礫岩と特徴的柾石灰岩の小レンズを伴う鳥山岳をつくっているかつてのテチス海に連る暖流がと

単層灘とよばれる地層がある.秩父黒帯は等斜摺曲やおった公海に面した沿岸に堆積したものである.(シ

衝上断層が反復していて複雑な地質構造がつくられてベリア大陸方面の古い大陸をアンガラインド洋からオ

篶1長111霧軸嚢簸1ギ

町担亙町毅担舳1ル嚢

川{ノ,､｡･レ･心刈1〆但

･嘩噌;新舞群一!靖素≡

第必図四国斗賀岬西方を遡る南:化断面図

P:古生外Tr:斗貨町胴および川1へ谷胴僻Ni:1町1I1胴Na:･L1曳谷胴丁:島11工州僻R:〔l1胆系

J:ジュラ系L布灰壮�
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介河

北雷薔墨絵

都1竹島搬菩南

雪器窪竃

冒〔蹴鵠'仙1藤鰯饒1離駕騨､洲｡､灰よ

国チH洲の舳･･榊谷頁糊㈱傲:1

罫簑1膿燃膿1:嚢婁齢11嚢郷榊1

第45図性川盆地の鳥巣海の層相変化概念凶(旧村突196工)

一ストラリア方面における古い大陸をゴンドワナ大陸と

いいテチス海は古い地中海というべきものである).

石灰藻サンゴハイドロゾァ蘇虫類巻貝ウニ

腕足介等を多産する.

徳島県の桜谷付近には古生界を基底砂岩礫岩をもって

不整合におおい石灰岩を含まない栗坂層とよぱれるも

のがある.鳥巣層群の同時異相の入江を示す堆積物と

考えられる.

鳥単層灘からは地質時代の決定に役立つ菊石も諸所に

みとだ

発見されている.高知県佐川町耳飛岡からHo伽63伽

刎〃｡∂α舳sゐKOBAYASHI,戯9α106θ伽∫sp.,凧κ砿600助刎

sp.,P吻励功肋附加saff.加7勿舳ゐ(LOR10L),佐川町

鳥巣から乃7鋤肋肋8㈱7切0切YE肌RA,神原谷から

ル1α00功肋0地sa舐･sオθ妙"(SHIMlzU),加茂からA

a丘.8加勧",仁淀村太郎岡から"肋α600θ舳加㈹あ㈱θ

KOB･,香我美町久保ノ川から〃α曲6θ燗肋桃α冶㈱θ

KOB.&FUK.,徳島県の栗坂層からもA肋泌α肋棚

が知られている.愛媛県野村町伊勢井谷からλ"αω･

s助伽0腕｡f-s肋幽",城川町新開から助み｡刎｡肋θ燗

sp.等である.九州西部には非常に複雑なサンドイッ

チ構造がつくられその一部の坂本層からはル1α60一

助肋鮒腕sp｡が得られている.また佐川町岩佐から

は海百合のハ舳伽α㏄0ω泌αブψ0伽αKOBAYASHlが

見出されている.坂本層は上部三畳系を基底礫岩

をもって不整合におおい白亜系海浦層によって整合に

おおわれている.基底礫岩は厚さカミ最大で55mあり

礫岩にはチャｰト石英斑岩花南岩類結晶片岩蛇

紋岩砂岩頁岩等の礫を含み時には片麻岩の礫もあ

る.これらの礫は四国の鳥巣酒群からも知られている.

え研ら世

九州ヤは秩父黒帯の南部には鳥巣層群に屈する簸瀬層

およびそれの棚当層がある.第46図に九州西部の秩父

黒帯のサンドイッチ構造を示した.

四万十轟擢1群

さきに鳥巣層群が南側の四万十帯では下部白唖系と整

合するとみなされることをのべた.第39区および第40

図に示されるように四万十帯では下部ジュラ系も整合

関係にあると考えられる.四万十帯の北縁部にはし

ばしば鳥巣型の石灰岩を伴う地層が知られそれらのう

ちの多くのものは鳥巣層群の延長部とみなされている.

四国ではジュラ系前半に当るものを東川層ジュラ系後

半のものを西川層とよぶ.九州で一勝地層群とよぱれ

るものはジュラ系または白亜1系であろう.

近畿では西部の;百桓層は砂岩頁岩の互層中にチャｰ

トや輝緑凝灰岩が挾まれていて分化石として1舳θ伽

榊8sp.が見出されている.東川層に相当するとなみ

されている.西川層とみなされるものには井谷層カミあ

る.頁岩砂岩に伴ってチャｰトおよび鳥巣型石灰岩があ

る.由良層にはチャｰトはないが鳥巣型石灰岩カミある.

中部では大迫属および副I1層がある.宮川層にはチ

ャｰトと石灰岩大迫層にはさらに輝緑凝灰岩も伴う.

大迫層は四万十累層群と整合とみなされている.東部

の今浦層には石灰岩はあるがチャｰトや輝緑凝灰岩は

ない.

中部地方では西部に光明層樽とよばれる込のカミある.

上部に鳥巣型石灰岩を伴いジュラ系を主体としたもの

と推定される.赤石山地の四万十帯は断層によって

西から赤石白根大井川三倉の4帝に分かれる.

それらにはそれぞれ赤石白根荊I1奈良田の4層

鮮がある.三畳系からジュラ系に連続しさらに一部

を除いて下部白亜系ないし古第三系まで連荘ると考えら

れる.赤:石層群は砂岩を主とし頁岩がそれにつづく.

まれにチャｰト酸性凝灰岩泥質石灰渚礫岩等を伴

蕪盤;l1川､｡､谷榊1喪

釦全釦…､紳一曲払鱗紬紬轡㌣

第46図九州酒部の秩父累排σ)サンドウィッチ構造を示す地質断面図の一列(松本逮郎勘米食亀齢1964一部簡1咋化した)

臨灘溜万輔脈｡携綴層汽轟雲竺今魏顎本馳鰹系K料:聾稽モノ瓢為竜糟:晶繊燦黎園｡1沸徽ぷ滅

紋岩GD1宮地花協閃緑碁Gs:破木緑色片岩類Pe:三魯系(?)～二国系P:中部二盈系Ps:下部二盈系Ca:上部石炭系Gm:先シルル系八代片麻岳類�
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う.全層厚は2000～4000mである.白根層群は酸性

凝灰措は含ま放いが輝緑凝灰岩がこれにかわる.

"α榊伽8地"αaκ.〃焔閉8おEGUCHIその他の分化石

によって上部ジュラ系ないし白亜系とみ恋される.井

川鰯には礫岩はあるがチャｰト石灰岩および輝緑凝灰

岩などはない.奈良田層群には礫拾凝灰岩および輝

緑岩岩脈を伴っている.

関東山地には上部ジュラ系が幾つか知られる.その

うちの一部は鳥巣相当層である.

櫓ノ木平属は北酉部の山中地溝帯にあって砂岩頁岩

からたり鳥巣型石灰岩を含む.合羽板麗群は西部の

南佐久郡にあって砂岩頁岩粘板岩チャｰトから

なって石灰岩礫岩輝緑凝灰岩を伴い菊石の

〃肋α60一鮒α8その他の化石を産し鳥巣層群に対比さ

れる.川上履群はかって南佐久層灘とよぱれたもので

あるがチャｰトや輝緑凝灰岩は含まない.中部の秩

父地方には大滝属群がある.南東部には小河内多摩

川五目市の3属群がある.川上大滝小河内多

摩川五目市の諾層群はいずれも鳥巣型石灰岩を含む.

あとの3層樽は四国のfム像線に相当する御所平～之郷線

より外側のもので四万十累層線の一部に相当すると見

る者もある.関東山地のジュラ系も四国と同様の関係

にあるとみなされており藤本名誉教授はジュラ系相互

の関係を第47図のように説明された.

Y24北海道のジュラ系

三畳系でのべたように日高層群の一部にはジュラ系を

含む可能性もあるカミ明瞭にジュラ系を主体とする地質

系統は空知層灘およびその相当層である.

衣多

川川

紡糸

1判軸11地'〕勿魚川(l111い地{雌j

流域地〃

悶火山地の大冊1地〃

川到仰剃ト仏像線

4r〔四1㍗舳'

第47図多摩川系(安芸川統)鳥巣統･領石統の

棉亙関係を示す模式断耐図

山部階下限は断層である山部層は上位の主夕張層

によって西部では整合東部では不整合におおわれる｡

岩質は主として輝緑凝灰岩輝緑岩でチャｰトや粘板

岩を挾み時には石灰岩のレンズを含む.下部には三

畳～ジュラ系を示す腕足分のsφ〃伽伽などを上部

からジュラ系を示すサンゴ地μα5切｡畑M曲伽αYABE

etSUGIYAMA,朋6伽｡1伽αsp.層孔虫類α伽ψ0"1α

sθ〃｡1α肋他地HAYASAKA等のほかジュラ～白亜紀を

示す石灰藻巧舳ψ0ガ初㈱肋α肋刎YABEetT0YAMA

等を産する.厚さは1500mをこえる.山部層は層孔

虫サンゴ巻貝等によってジュラ系であるとみられる

沙流川層に対比される.

主夕張階下部エゾ層灘の基底の富間砂岩層によって

部分的に不整合におおわれる主夕張層は下部が砂岩で

炭層や酸性凝灰岩を伴う.中部は粗粒玄武岩の枕状熔

岩や輝緑凝灰岩を主としてチャｰトを伴うがその上に

扮岩カミ重なる.上部はチャｰトからはじまり砂岩や

頁岩等が増してくる.ジュラ～白亜紀を示す石灰藻を

産する.下部エゾ層灘の古生物からみて一部に白亜

系を含む疑いがある.

空知層群

化石によって地質時代を正確に判明できる地層である

下部エゾ層群から引きつづくより古期の地層で下部白

亜系(?)を含みジュラ系を主体とするものと空知層灘

またはその相当層とよばれる.空知層鮮は砂岩や珪質

頁岩を主体として部分的には厚い輝緑凝灰岩やチャｰ

トをかなり多最に含む厚い累層である.標式地は空知

川中流の1⊥1部から鹿越にかける地域と夕張ないし芦別

1⊥1地である.層序区分や対比は未だ不充分である.

糠平階本層群の下部の糠平層は先エゾ層群の最下部

で背斜構造をつくるので下限は不明である.弱い変

成作用をうけて赤色石英片岩輝緑片岩輝緑凝灰岩

集塊岩質片岩角礫片岩等から柾る.沙流川層に整合

におおわれる.

豊頃屈

十勝国の南東の豊頃山地を構成する地層で輝緑凝灰

岩が主で砂質頁岩石灰質頁岩石灰岩等を伴う.

石灰岩からジュラ～白亜紀を示す層孔虫地㈱肋棚0･

力｡伽sp.乃3棚物刎"sp.,〃享〃功｡〃""刎sp.サンゴ

･s妙伽α石灰藻等が得られている.

北見鰯群

北見国の古期の地層である.中部ジュラ系(?)の

Cf.P伽〃｡oθ〆ω脇"加〃ω榊κ刎NEUMEYER箭石そ

の他を含む.下部に礫岩を含む砂岩頁岩の互層で場

岩や蛇紋岩に貫かれる.〃06〃α伽SSp.も出る.

また下部白亜系を示す三角介“Z物0庇"伽棚物舳ゐ

Y0K0YAMAも産するので主体が白亜系ではないかと

も考えられたことがある.�
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第48図小沢催閉北北による側南日本び)主喫雛造線

最近においてサロマ湖の付近で地質調査所の黒岡和

男寺岡易司両技官によって先白亜紀の層序が次のよ

うに明らかにされた.下部の湧別属灘は砂岩頁岩の互

層からなり糠平階に比較される.中部の仁頃層群は

主として輝緑凝灰岩および頁岩からなり凝灰質砂岩

礫岩チャｰト石灰岩等を挾む.本層群の下部は層

相の変化が激しい.上部は頁岩からなり砂岩を挟み単

調な地層で輝緑凝灰岩は挾ま桂い.石灰岩は鳥巣型

で層孔虫サンゴ等を含む.厚さは5500mをこえる.

1⊥1部階に相当するであろう.上部の佐呂間層群は仁頃

層群に整合する砂岩をもってはじまる.頁岩や礫岩も

挟む.中部は頁岩と砂岩との細互層から恋ゆ上部は

大部分が頁岩である.上限に近い部分から二枚介や植

物の破片が得られる.厚さが1300mをこえる.佐名

聞層群の上部からオックスフォｰド階後期からギンメリ

ッジ階を示す分化石ル0θ"αω鮒伽肋ω(SowERBY),

人十∴然篶冷

“∵㍗鴛ざ

1甘シｰラ紀前期には度･のべたよ1

一∴搬静1111㌶

またか柾り広範囲に陸化されその

可■一■■

舳{ム;ll;喘一榊1一･)紀〕影響によって各地に不整含が存在す

るに至った.この時期には三畳紀

(小沢雌例1925)頃からできた内側の中生界の南側に

おける隆起はかなり激しいもので筆者は古い領家帯の

生成と考えている.ジュラ紀後期は中生代中で比較的

に静穏であったとみなされているが飛騨地背斜から領

家地背斜に推移する過渡的棚寺期にすぎなくて必ずし

も静穏ということは当らないようである.

飛騨地背斜の末期には深成作用によって花陶岩など

の深成岩が広く貫入L(絶対年数の測定で示される三畳

紀ないしジュラ紀前半)そのために飛騨地背斜地殻にお

いては地殻が可塑性を失ったであろう.

三畳紀およびジュラ紀の古地理図に見られる今の領家

帯の位置には地殻の隆起による山脈の形成が推定され

る.領家帯の隆起ないしは造山運動の芽はすでにこ

の頃からはじまったに相違ない.それがジュラ紀後期

の地層中の花開岩､石英斑岩変成岩類その他の礫とな

って入りこむようになったものである.
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小林名誉教授による悶南目本内帯の大賀衝上線(小林貞一1941)�



蔵田博士は鳥巣層灘中のある種の岩石は領家変成岩

類中のものに似ていることを指摘している.この変成

岩のうちのものについては三滝火成岩類や寺野変成岩

類のものにはなはだしく似るものがあることは周知のと

おりである.筆者の観察によると時には径70cmに

達するものもあった.このような大磯の源は遠くアン

ガラ大陸や当時の飛騨地域に求めることは無理である

と思われる.この種の岩石の露出は古い領球地帯に

あったと考えると都合がよい.

.西南目本内帯で故小沢教授は地質ニュｰス128号第19

2021図で示した大賀デッヶンをつくる地殻変動をジュ

ラ紀末頃とのべた･デッケンの前縁の木賀衝上線は西

南目本内帯に広く追跡されることを第48図のように予

想された.小林名誉教授はその後の資料を加えて大

賀衝上線の位置を第49図のように推定されている.

小沢先生によると大賀街上は白亜系硯石層緯によって

おおわれていると見られることが変動の時期をジュラ

紀末とした根拠である.小林名誉教授は大賀衝上は硯

石層鮮前と考えられることもあったが最終的には白亜

紀の佐川造1⊥躍動の前駆として内側では大賀階の変動

がありそれは硯石層群前であると結論された.

その時期は白亜紀の項でのべるつもりであるが大賀

変動はやはり硯石層灘の堆積中からその堆積後にかけ

て完成している.しかし造山運動自体はジュラ紀中

頃から激しくなって古第三紀の終り頃までつづきそ

れが日本列島の地質構造の形成に大きく作用を与えた領

家変動である.中軸部に当るかつての領家帯は今は求

める術が狂いが北側の内帯では大賀外帯では佐川の

2大造山運動とよぱれるものはかっての領家の地帯か

ら多少時期的にはずれて表現されたに相違ない.

そしてそれは共に白亜紀前半から中頃をもって頂点に達

したものであろう.

ここでのべた古い領家帯とは白亜紀頃の変動を受けて

いないものしたがって現在の領家帯の初期の姿である

ことをお断わりする.

火成岩や変成岩がしかも直径が数10cmに達するもの

が鳥単層灘にもたらされたことは領家帯(?)カミすで

にある程度地表に露出していたのでは狂いかと考えられ

る.領家地背斜は飛騨地背斜がほぼ終った後に隆起

したようにのべたがことによると2つの地背斜は判

然とした区別がなくて領家帯は三畳紀末頃から上昇をは

じめジュラ紀中期またはその終り頃にかなり激しい動

きがあったかも知れない.これがジュラ紀中期と後期

との間の著しい不整合をもたらせたのであろう.

(無音は地質部)
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